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十
一
月
九
日
（
土
）、
ロ
イ
ヤ

ル
チ
ェ
ス
タ
ー
前
橋
を
会
場
に

「
二
〇
一
九
経
営
研
究
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
の
内
外
か
ら
約

一
六
〇
名
が
集
い
熱
気
溢
れ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
の
講
師
に
は
、
美
容

室
・
エ
ス
テ
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
美
容
な

ど
を
手
掛
け
る
㈲
京
美
容
室
、
代
表

取
締
役
・
関
原
英
里
子
氏
（
新
潟
同

友
会
／
副
代
表
理
事
）
を
迎
え
、「
一

生
働
け
る
〝
社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
〟
の

職
場
へ
〜
高
離
職

業
界
で
定
着
率

一
〇
〇
％
へ
の
挑

戦
〜
」
と
題
し

て
、
働
き
や
す
さ

を
追
求
す
る
経
営

実
践
報
告
と
業
界

全
体
に
目
を
向
け

た
展
望
な
ど
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

創
業
後
は
順
調

に
店
舗
を
増
や

し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
ス
タ
ッ
フ
も
増

え
た
も
の
の
、
旧

態
依
然
と
し
た
業

界
特
有
の
経
営
に

退
職
者
が
絶
え
な

か
っ
た
同
社
。
関
原
氏
は
「
辞
め
る

な
ら
辞
め
れ
ば
い
い
、
補
填
は
い
つ

で
も
で
き
る
。
本
気
で
そ
う
思
っ
て

い
た
」
と
当
時
の
心
境
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
地
元
で
元
気
な

経
営
者
と
し
て
同
友
会
会
員
の
目
に

と
ま
り
、
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
参
加
し

た
例
会
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
、
自
社

の
普
通
が
一
般
企
業
の
普
通
と
大
き

く
異
な
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
ま

ず
は
普
通
の
会
社
を
目
指
そ
う
と
決

意
、
そ
こ
か
ら
社
員
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
着
手
し
て
い
き
ま

す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
と
し

て
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
換
日
記
を
は

じ
め
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

量
の
増
加
、
一
人
一
人
の
生
活
環
境

に
合
わ
せ
た
雇
用
契
約
の
見
直
し
、

営
業
時
間
内
で
の
技
術
講
習
会
、
一

週
間
の
連
続
休
暇
制
度
な
ど
を
紹
介

し
た
関
原
氏
。
そ
の
思
い
は
自
社
だ

け
で
な
く
、
業
界
全
体
の
働
き
方
改

革
・
美
容
師
の
社
会
的
地
位
向
上
を

見
据
え
た
も
の
で
し
た
。

　

基
調
講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
「
社
員
が
求
め
る
本
当
の
働
き
や

す
さ
と
は
」
の
テ
ー
マ
で
意
見
交

換
。
自
社
の
課
題
や
展
望
、
経
営
者

と
し
て
の
考
え
方
を
そ
れ
ぞ
れ
が
交

流
し
、
明
日
へ
の
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
社
員

が
将
来
を
描
け
る
一
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン

の
作
成
に
取
り
組
み
た
い
」「
身
近

で
リ
ア
ル
な
経
営
課
題
を
グ
ル
ー
プ

討
論
で
深
く
語
り
合
え
た
」「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
方
や

雇
用
契
約
の
あ
り
方
を
検
討
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

２
０
１
９
経
営
研
究
集
会
を
開
催

一
生
働
け
る“
社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
”の
職
場
へ
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桐生市長・荒木氏が講演
桐生支部10月例会

障
害
者
の
働
く

�

職
場
見
学
会
を
開
催

障
害
者
雇
用
委
員
会

　

障
害
者
雇
用
委
員
会
で
は
十
月

二
十
四
日
、
今
年
度
も
「
障
害
者
の

働
く
職
場
見
学
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
一
般
企
業
で
は
な
く
、
委

員
会
と
し
て
は
じ
め
て
前
橋
支
部
の

社
会
福
祉
法
人
三
山
黎
明
会
の
ら
い

ず
（
生
活
介
護
事
業
）、ま
ほ
ろ
（
就

労
継
続
Ｂ
型
）、サ
ニ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
（
就
労
継
続
Ｂ
型
）
と
、
施
設
三

箇
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
会
員
で
も
あ
る
中
島

常
務
理
事
よ
り
、
同
法
人
の
事
業
概

要
と
合
わ
せ
て
、
知
的
障
害
の
特
性

や
支
援
、そ
し
て
作
業
の
す
す
め
方
、

伝
え
方
な
ど
に
つ
い
て
解
り
や
す
い

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
。

障
害
も
ひ
と
つ
の
個
性
と
考
え
て
、

そ
の
個
性
に
合
わ
せ
た
や
り
方
で
、

働
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
け

ば
、
結
果
と
し
て
障
害
の
あ
る
方
だ

け
で
な
く
、
み
ん
な
が
働
き
や
す
い

環
境
に
な
る
は
ず
。
明
日
も
笑
顔
で

　

十
月
二
十
三
日
（
水
）、
桐
生
市

市
民
文
化
会
館
を
会
場
に
「
桐
生
支

部
十
月
例
会
」
を
開
催
。
本
年
四
月

の
市
長
選
で
初
当
選
し
た
桐
生
市

長
・
荒
木
恵
司
氏
を
お
招
き
し
「
こ

れ
か
ら
の
桐
生
〜
み
ん
な
で
ガ
ン
バ

ル
ま
ち
に
〜
」
と
題
し
て
、
同
市
が

掲
げ
る
戦
略
や
取
り
組
み
を
具
体
的

な
事
例
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

桐
生
独
自
の
子
育
て
・
教
育
環
境

の
整
備
、
人
口
減
少
対
策
、
産
業
振

興
と
雇
用
拡
大
、
市
民
力
を
生
か
し

た
観
光
誘
客
、
安
全
・
安
心
の
暮
ら

し
づ
く
り
な
ど
、
全
十
項
目
に
わ
た

る
「
こ
れ
か
ら
の
桐
生
」
に
つ
い
て

熱
弁
を
振
る
っ
た
荒
木
市
長
。
最
後

に
「
ま
ず
は
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

で
何
か
が
生
ま
れ
、
何
か
が
見
え
て

く
る
。
そ
れ
を
職
員
と
も
ど
も
肝
に

命
じ
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
〝
オ
ー
ル

桐
生
〟
で
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
」
と
語
り
、
ス
ピ
ー
ド
感

と
実
行
力
、
そ
し
て
市
民
と
連
携
し

た
市
政
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
「
中
小
企
業
に
で
き
る

こ
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

討
論
を
実
施
。「
今
日
の
よ
う
な
例

会
を
企
画
し
、
意
見
・
要
望
を
積
極

的
に
伝
え
て
い
く
」「
ま
ち
の
た
め

に
一
人
一
人
、
何
が
で
き
る
か
を
考

え
る
企
業
を
め
ざ
す
」「
健
全
経
営

に
よ
る
雇
用
創
出
と
事
業
永
続
」
な

ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

働
き
た
い
」
と
、
最
後
に

紹
介
し
た
中
島
氏
の
言
葉

が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
く
ら
ぶ
の

一
員
で
も
あ
る
同
法
人
。

こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
見
学
し
た
サ

ニ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
、
同
法
人
や
野
菜
く
ら

ぶ
の
生
産
物
が
多
く
陳
列

さ
れ
て
お
り
、
参
加
し
た

誰
も
が
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に

新
鮮
野
菜
を
購
入
し
て
い

ま
し
た
。

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562
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幸せに働く社員こそが
� 感動を生み出す

太田支部10月例会

月
夜
野
き
の
こ
園
を
見
学

会
員
企
業
を
知
る

沼
田
支
部
10
月
例
会

前
橋
支
部
10
月
例
会

　

十
月
十
六
日
（
水
）、
テ
ィ
ア
ラ

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
を
会
場
に
太
田
支

部
十
月
・
一
〇
〇
人
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

前
橋
市
を
拠
点
に
、
環
境
に
係
わ

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
、
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
な
ど
を

広
く
展
開
す
る
㈱
ア
ド
バ
ン
テ
ィ

ク
・
レ
ヒ
ュ
ー
ス
・
代
表
取
締
役
、

堀
切
勇
真
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

「
幸
せ
に
働
く
社
員
こ
そ
が
感
動
を

生
み
出
す
〜
な
ぜ
わ
が
社
に
人
財
が

集
ま
る
か
〜
」
と
の
テ
ー
マ
で
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

堀
切
氏
は
「
心
の
伴
わ
な
い
売
上

や
利
益
で
は
意
味
が
な
い
」
と
、
自

身
が
大
切
に
す
る
心
を
重
視
し
た
経

営
実
践
を
細
か
く
紹
介
。

　

さ
ら
に
同
社
の
社
員
さ
ん
五
名
が

が
登
壇
し
、
入
社
の
経
緯
や
社
風
な

ど
を
率
直
に
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
企
業

は
人
な
り
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
」「
心
の
こ
も
っ
た
経
営
。
目
指

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」「
人
を
大

切
に
す
る
経
営
。
自
社
と
の
違
い
を

も
っ
と
深
く
知
り
た
く
な
る
例
会

だ
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

夜
野
き
の
こ
園
（
代
表
取
締
役
・
金

子
崇
範
氏
／
同
支
部
副
支
部
長
）
の

会
社
・
工
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
二
班
に
分
か
れ
、
金
子

社
長
と
社
員
さ
ん
の
案
内
に
基
づ

き
、
事
務
所
内
や
各
部
署
の
作
業
ス

ペ
ー
ス
を
見
学
。
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

場
所
で
は
丁
寧
に
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ

タ
ー
の
説
明
を
入
れ
て
も
ら
う
な

ど
、
同
社
の
改
善
・
効
率
化
の
取
り

組
み
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

見
学
後
は
、金
子
社
長
が「
チ
ェ
ッ

ク
な
く
し
て
実
行
な
し
」
と
の
テ
ー

　

十
月
二
十
四
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
た
沼
田
支
部
例
会
は
、
き
の
こ
の

生
産
・
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
㈲
月

マ
で
、
自
社
で
取
り
組
ん
で
き
た
改

善
活
動
の
要
点
や
具
体
例
な
ど
を
報

告
。そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

各
テ
ー
ブ
ル
に
同
社
の
社
員
さ
ん
が

加
わ
り
、
参
加
者
と
意
見
交
換
（
質

問
攻
め
）。
双
方
に
と
っ
て
良
い
機

会
と
な
っ
た
よ
う
で
、
ど
の
テ
ー
ブ

ル
も
い
つ
に
も
増
し
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
現
場

を
見
な
が
ら
、
そ
こ
で
働
く
人
の
生

の
声
を
聞
け
る
良
い
機
会
だ
っ
た
」

「
仕
組
み
を
つ
く
り
、
継
続
さ
せ
る

に
は
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
」

「
社
長
だ
け
で
な
く
社
員
と
一
緒
に

見
学
に
来
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
三
日
（
水
）、
北
海
亭

前
橋
本
店
を
会
場
に
前
橋
支
部
十
月

例
会
を
開
催
。

　

広
報
委
員
会
で
作
成
し
て
い
る
群

馬
同
友
会
の
Ｈ
Ｐ
上
に
あ
る
「
会
員

の
声
」。
そ
の
設
問
を
ベ
ー
ス
に
、

自
己
紹
介
・
会
社
紹
介
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
会
員
企
業
を
知
ろ
う
と
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
の
は
、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ

グ
レ
イ
ス
前
橋
（
結
婚
式
場
）
を
運

営
す
る
㈱
五
洲
園
・
萩
原
隆
史
氏
、

餃
子
や
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
ク
を
製
造

す
る
㈲
ゼ
ン
フ
ー
ズ
・
渡
辺
慎
一
氏
、

紙
器
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
作
全
般
を
行

う
㈲
ダ
イ
ニ
・
関
美
津
穂
氏
の
三
名
。

業
種
は
も
ち
ろ
ん
、
年
齢
や
入
会
時

期
も
バ
ラ
バ
ラ
な
三
名
を
選
抜
し
、

事
業
内
容
か
ら
入
会
の
キ
ッ
カ
ケ
、

同
友
会
を
ど
う
生
か
し
て
い
る
か
を

短
い
時
間
の
中
で
し
た
が
発
表
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

か
後
に
も
う
一
度
聞
い
て
み
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
に

は
「
経
営
に

対
す
る
強
い

思
い
を
感
じ

る
事
が
出
来

た
」「
Ｈ
Ｐ

だ
け
で
な

く
、
本
人
の

声
で
聞
け
る

機
会
は
良

い
」「
何
年



同 友 ぐ ん ま 2019年 12月号（4）第454号

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

生産管理、工程管理、ガントチャート工程管理、在庫管理、原価管理、
調達管理、図面配布管理、計測器貸出管理、販売管理、工事書類一括作
成、耳標管理、安否緊急通報、ルート配達管理、他

株式会社 エス・アイ・エス

★システム化事例

〒370-2312  富岡市星田632－1　http://www.sis-jpn.co.jp/
Tel：0274-63-0466お気軽にご相談ください。

ソフトウェア、ハードウェア、ITサポート、ITコンサル、IT環境構築

30周年

　

十
月
二
十
九
日
（
火
）、
高
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
高

崎
支
部
十
月
例
会
」
を
開
催
。
税
理

士
業
務
・
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
を
手
掛
け
る
小
林
潤
税
理
士
事

務
所
、
代
表
・
小
林
潤
氏
（
伊
勢
崎

支
部
）
が
「
世
界
一
や
さ
し
い
Ｂ
／

Ｓ
の
は
な
し
〜
Ｂ
／
Ｓ
は
経
営
者
が

つ
く
る
も
の
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
専

門
家
の
視
点
か
ら
Ｂ
／
Ｓ
の
見
方
・

考
え
方
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
Ｂ
／
Ｓ
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し

て
い
る
と
五
年
後
、
十
年
後
の
経
営

状
態
は
大
き
く
変
わ
る
」
と
の
言
葉

か
ら
報
告
を
ス
タ
ー
ト
し
た
小
林

氏
。
経
営
を
行
う
な
か
で
Ｂ
／
Ｓ
と

Ｐ
／
Ｌ
の
間
に
ど
の
よ
う
な
動
き
が

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
数
字
が
変
化
す

る
か
を
事
例
を
示
し
な
が
ら
説
明
し

た
後
、
資
産
の
本
質
（
資
産
は
少
な

い
方
が
良
い
）、
主
要
三
勘
定
の
考

え
方
（
流
動
比
率
は
低
い
方
が
良

い
）、
資
金
繰
り
を
悪
化
さ
せ
な
い

設
備
投
資
（
投
資
回
収
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
シ
ビ
ア
に
行
な
う
）
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
各
グ
ル
ー
プ
で
活

発
に
意
見
交
換
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
決
算
書
を
し
っ
か
り
と
確

認
し
つ
つ
、
商
機
を
逃
さ
な
い
の
が

大
事
」「
持
参
し
た
決
算
書
を
基
に

リ
ア
ル
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え

た
」「
業
種
に
よ
る
数
字
の
捉
え
方

の
違
い
が
興
味
深
か
っ
た
」
な
ど
の

意
見
や
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

Ｂ／Ｓは
� 経営者がつくるもの

高崎支部10月例会

消
費
税
は
５
％
で
い
い
だ
ろ
！

伊
勢
崎
支
部
10
月
例
会

　

榎
原
氏
は
「
国
の
借
金

一
〇
〇
〇
兆
円
超
、
国
民
一
人
あ
た

り
八
〇
〇
万
円
と
言
わ
れ
る
が
、
正

し
く
は
国
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
で

は
な
く
政
府
へ
の
貸
付
金
」「
日
本

国
債
を
一
番
多
く
保
有
し
て
い
る
の

は
日
本
銀
行
。
ま
た
、
日
本
銀
行
は

日
本
国
政
府
の
子
会
社
」「
日
本
国

政
府
の
借
金
は
怖
く
な
い
。
日
本
の

国
債
は
自
国
通
貨
建
て
」
な
ど
、
各

種
デ
ー
タ
や
資
料
な
ど
を
示
し
な
が

ら
「
賛
成
・
や
む
な
し
」
と
な
る
根

拠
を
否
定
。
報
告
の
最
後
に
は
「
全

　

十
月
三
十
日
（
水
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
十

月
例
会
」
を
開
催
。
不
動
産
売
買
・

賃
貸
仲
介
の
㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー

ス
、代
表
取
締
役
・
榎
原
栄
一
氏
（
伊

勢
崎
支
部
）
が
「
消
費
税
一
〇
％　

賛
成
・
や
む
な
し
が
約
半
数
!?
〜
同

友
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
愕
然
と

し
た
話
〜
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の
考

え
を
語
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
の
と
お

り
、
中
小
企
業
家
し
ん
ぶ
ん
に
掲
載

さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て

の
企
画
。

て
の
メ
デ
ィ
ア
は
疑
っ
て

見
る
べ
き
」
と
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
の
情
報
を
鵜
呑
み

に
す
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
消
費
税
の
あ
り
方
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
」「
漫
然
と
情
報
を
受

け
取
る
の
で
は
な
く
、
自

分
の
頭
で
考
え
る
習
慣
が

大
切
」「
努
め
て
分
か
り

や
す
く
話
し
て
く
れ
た
報

告
者
に
感
謝
し
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
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産業廃棄物収集運搬
産業廃棄物リサイクルの提案
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塗装プラント清掃

株式会社 エスティビー
限りある資源を、次世代へ

Stability Topline Business Co.,Ltd.

糖度10のトマト「SWEET10」が好評です

地
域
連
携
を
考
え
る

世
代
交
代
に
む
け
て
思
う
こ
と

富
岡
安
中
支
部
10
月
例
会

渋
川
吾
妻
支
部
10
月
例
会

　

十
月
二
十
三
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
た
富
岡
安
中
支
部
例
会
は
、
共
同

求
人
部
会
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
事
例
か

ら
地
域
と
の
連
携
を
考
え
よ
う
！
」

と
題
し
て
、
提
箸
共
同
求
人
部
会
長

（
同
支
部
）
の
ほ
か
、
前
橋
支
部
の

杉
崎
氏
と
深
川
氏
が
パ
ネ
ラ
ー
、
そ

し
て
高
崎
支
部
の
朝
岡
氏
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

主
に
部
会
長
か
ら
は
共
同
求
人
部

　

十
月
二
十
四
日
（
木
）
の
渋
川
吾

妻
支
部
例
会
は
、
池
沢
自
動
車
整
備

会
が
目
指
し
て
い
る
取
り
組
み
、
杉

崎
氏
・
深
川
氏
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
実

際
に
高
校
生
・
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
た
体
験
を
伺

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
高
校
の
先
生
も
二
校
か

ら
、
ま
た
富
岡
市
役
所
の
職
員
も
二

名
参
加
。
単
な
る
採
用
活
動
で
は
な

い
同
友
会
の
共
同
求
人
活
動
を
地
域

の
方
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
機
会
と

も
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
活
動
の
大

切
さ
が
理
解
で
き
た
」「
イ
ン
タ
ー

工
場
の
後
継
者
、
池
沢
孝
介
氏
が
報

告
し
ま
し
た
。

　
「
世
代
交
代
に
む
け
て

思
う
こ
と
〜
先
行
き
が
懸

念
さ
れ
る
自
動
車
業
界
の

中
で
」
と
題
し
て
池
沢
氏

は
、
入
社
の
経
緯
や
会
社

の
現
状
、
そ
し
て
現
在
の

悩
み
な
ど
を
率
直
に
語
り

ま
し
た
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
継
承

ン
シ
ッ
プ
は
会
社
に
と
っ
て
も
プ
ラ

ス
に
な
る
と
感
じ
た
」「
富
岡
安
中

支
部
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
に
取
り
組
み
た
い
」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

す
る
池
沢
氏
が
、
既
に
次
世
代
へ
ど

う
継
承
す
る
か
ま
で
考
え
て
い
る
こ

と
に
誰
も
が
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
代
交
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
テ
ー

マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
既

に
継
い
だ
人
、
継
が
せ
た
人
、
こ
れ

か
ら
継
ぐ
人
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
と
に
か
く
親
子

関
係
が
良
好
で
素
晴
ら
し
い
。
羨
ま

し
い
く
ら
い
で
し
た
」「
人
柄
が
滲

み
出
た
報
告
だ
っ
た
。
や
は
り
安
心

し
て
お
願
い
で
き
る
人
だ
。
自
信
を

持
っ
て
継
承
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

『同友ぐんま（通常号）』 広告募集

＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡をお願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

㈱米田横堀建築研究所
代表取締役所長 一級建築士  横堀 将之 氏
　　　　　　　　　　　　　  （前橋支部所属）

研究から生まれる
　　　　　暮らしのデザイン

▼
会
社
紹
介

　

当
社
は
、
建
築
物
、
主
に
住
宅
や

店
舗
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
事
務
所
な
ど

の
設
計
監
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建

築
士
事
務
所
は
設
計
監
理
の
み
を
行

う
「
専
業
建
築
士
事
務
所
」
と
、
建

設
会
社
等
の
一
部
門
と
し
て
設
計
監

理
を
行
う
「
兼
業
建
築
士
事
務
所
」

の
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
設
計
監
理

専
業
で
は
、
工
事
費
を
受
け
取
る
組

織
に
属
さ
な
い
の
で
、
施
主
様
の
代

理
と
し
て
施
主
様
の
立
場
で
適
正
な

価
格
・
品
質
の
建
物
を
建
築
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

当
事
務
所
は
二
〇
一
九
年
、
前
橋

か
ら
高
崎
の
井
野
川
沿
い
に
あ
る
現

住
所
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
（
左
下

の
写
真
）。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
に

私
が
代
表
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
社

名
を
変
更
し
ま
し
た
。
社
名
の
「
研

究
所
」
は
、
人
が
暮
ら
す
た
め
の
家

事
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
全
て

を
研
究
し
て
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ

て
提
案
し
た
い
と
い
う
想
い
と
、
そ

の
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

よ
う
に
社
名
に
入
れ
ま
し
た
。

▼
自
己
紹
介

　

高
校
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ

イ
ン
を
学
び
、
建
築
系
の
短
大
に
進

Q 

&

      

A

自
由
設
計
の
建
築
士
事
務
所
で
す
か

ら
、
年
間
の
建
築
棟
数
も
限
ら
れ
ま

す
。
暮
ら
し
に
こ
だ
わ
り
、
デ
ザ
イ

ン
性
や
性
能
の
高
い
住
宅
な
ど
の
建

築
を
求
め
る
方
の
割
合
が
大
き
く
減

少
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
通
り
、
価
格
で
は
な
く

暮
ら
し
等
の
建
築
の
質
の

向
上
を
研
究
し
、
一
つ
一

つ
を
丁
寧
に
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
が
当
社
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
宅
も
様
々
な
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
、
便
利
に

な
る
一
方
で
す
が
、
そ
こ

に
頼
り
過
ぎ
ず
「
人
間
の

感
覚
」
が
暮
ら
し
に
入
り

込
む
余
地
を
残
し
た
建
築

設
計
を
目
指
し
、
研
究
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
課

題
に
取
り
組
む
中
で
「
建
築
」
に
深

く
の
め
り
込
み
、大
学
に
編
入
し
て
、

都
内
の
建
築
事
務
所
に
就
職
し
ま
し

た
。
現
事
務
所（
当
時
は
米
田
設
計
）

に
は
、二
級
建
築
士
と
し
て
入
社
し
、

一
〇
年
ほ
ど
前
に
一
級
建
築
士
の
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。
一
般
の
住
宅

を
設
計
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
級
の

資
格
で
基
本
的
に
は
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
一
級
建
築
士
と
い

う
資
格
が
、
施
主
様
、
取
引
先
様
に

対
し
て
大
き
な
安
心
感
に
繋
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

▼
イ
チ
オ
シ
Ｐ
Ｒ

　

自
由
設
計
の
デ
ザ
イ
ン
力
と
提
案

力
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
が
開
催

す
る
「
ぐ
ん
ま
の
家
」
設
計
・
建
設

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
二
〇
一
二
年
に

優
秀
賞
。
二
〇
一
四
年
に
優
秀
賞
と

特
別
賞
。
二
〇
一
七
年
に
最
優
秀
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

提
案
力
で
は
、
例
え
ば
下
の
写
真

の
十
六
角
形
の
住
宅
で
す
が
、
施
主

様
は
当
初
、
ご
自
身
の
生
活
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
〝
コ
の
字
形
〟
の
住

宅
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
思
い
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
る
中
で
「
施
主
様
が
暮

ら
し
の
中
で
大
切
に
し
た
い
ポ
イ
ン

ト
」
が
見
え
て
き
ま
す
の
で
、
薪
ス

ト
ー
ブ
を
中
心
に
据
え
、
そ
こ
か
ら

放
射
状
に
生
活
空
間
を
配
置
す
る
デ

ザ
イ
ン
を
提
案
し
ま
し
た
。
全
く
別

の
形
に
な
り
ま
し
た
が
、
非
常
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

施
主
様
の
多
く
は
、
建
て
た
後

の
暮
ら
し
の
全
体
で
は
な
く
一
部

（
キ
ッ
チ
ン
、
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
）
の

み
を
見
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
大
切
な
イ
メ
ー
ジ
を
残
し

な
が
ら
、
経
験
と
デ
ザ
イ
ン
力
で
、

全
体
像
を
提
案
し
て
い
く
の
が
私
た

ち
建
築
士
の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
今
後
に
つ
い
て

　

住
宅
の
着
工
棟
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
人
口
・
世
帯
数
の
減
少
な
ど

理
由
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
影
響
は
大
手
の
住
宅
会
社
ほ
ど
大

き
く
、
業
界
と
し
て
は
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
そ
こ

ま
で
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん

（
笑
）。
と
言
う
の
も
、社
員
四
名
で
、

所在地／高崎市小八木町２０００−２
連絡先／TEL０２７−３６１−５２００
ＵＲＬ／ht tp : //www.y -a rch i . co . j p
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同友会のホームページで
会員検索できます。 たことや最終的に上層階への垂直避難を決断したこ

とを紹介した。
� ［10 ／ 31付上毛］

【ぐんまの家コンクールで優秀賞】
� ㈲HIRO建築工房
　㈲HIRO建築工房（代表取締役・伊藤昭博氏／沼
田支部所属）が設計し、安部工務店が施工した「観
音山の家」は、「2019ぐんまの家」設計・建設コンクー
ルで優秀賞を受賞した。
　小高い敷地からは南北に広がる自然と高崎市の街
並みが一望でき、西日が巡る日当たりで風通しもい
い。建物は単純に大きな窓でつなぐのではなく、階
段やスキップフロア、屋上などとひもづけ、室内を
らせん状の動線にしアクセントとした。室内プラン
の基本は、広く開放的な34平方メートルのLDK空
間に寝室目的のプライベートスペース、水回りとシ
ンプルな構成。階段は上に行くに連れ幅が広くなり、
遠近法で２階から１階が遠く感じられ落ち着きのあ
る空間を演出している。
　伊藤社長は「施主さんとこの場所と出会い、たく
さん話し合って家づくりを進めてきた。今回の受賞
は、その自分たちのこだわりが皆さまに認めていた
だき共感していただいた証と思い、とてもうれしく
思う」と話している。
� ［11 ／ 14付ぐん経］

【ゴルゴ松本氏が講演】
� 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋
支部所属）、共愛学園中学校・高等学校保護者後援
会は16日、同中学・高等学校大礼拝堂で、文化講演
会を開いた。お笑い芸人のゴルゴ松本氏が「出張！
ゴルゴ塾　命の授業」と題し講演した。
　講演で松本氏は「『命』には別名、意思や言葉の
意味がある。心に思ったことは言葉に出し試みる。
そこで失敗しても考えればいい。チャレンジするこ
とが大事」とし、また「命を使った言葉には運命、
使命、宿命、命名などがあるように漢字にはいろい
ろなヒントが隠されている」と話した。そのほか、
さまざまな漢字を例に挙げ、参加者らに激励のメッ
セージを込めながら解説した。
� ［11 ／ 21付ぐん経］

【会員登録変更】
　㈲コピーライト商会、代表取締役・中村正史氏（前
橋支部所属）は、この度、「代表取締役・深津裕一氏」
に会員登録を変更しました。

【専務取締役就任】
　アライ商会㈱、取締役部長・徳井勝行氏（桐生支
部所属）は、この度、「専務取締役」に就任しました。

【富岡店５倍に拡張し移転】
� ㈱トヨナガ
　中古車販売やスズキ・マツダのディーラーを県内
で11店舗手掛ける㈱トヨナガ（代表取締役・長尾秀
夫氏／高崎支部所属）は、国道254号線富岡バイパ
ス沿いにある富岡店を、同じバイパス沿いの約２キ
ロ下仁田方面へ移転する。約５倍に拡張し「スズキ
アリーナ　トヨナガ富岡店（仮称）」として来年夏
のオープンを目指している。新車、中古車を含め年
間500台、10億円の売り上げを目標とする。
　新店舗は鉄骨造２階建てで延べ床面積は約2,000
平方メートル。既存の富岡店にはない工場を併設
し、整備や車検も行い、国道18号沿いの本社兼店舗

「スズキアリーナ　トヨナガ高崎八幡」に近い形態
とする。
　同社の豊田専務は「人口が減っていく中で商圏を
拡げカバーしていく。お客さまがゆっくりくつろげ
るような空間を提供したい」と話している。
� ［10 ／ 31付ぐん経］

【冷凍すし解凍装置を改良】
� 日本ハイコム㈱
　自動車生産ラインの生産技術やマイクロ波加熱
システムの設計を手掛ける日本ハイコム㈱（取締役
部長・高橋進也氏／前橋支部所属）は、マイクロ波
冷凍すし解凍装置「B-1-S」を改良し、このほど販
売を始めた。同商品はマイクロ波による解凍技術を
利用し、短時間で高品質な解凍を可能にしたもの。
マイクロ波を照射する独自技術を使い、すし10貫を
90秒で解凍できる。また、すしのねたは冷たく、シャ
リは温かい、握りたてのようなすしを再現すること
が可能になる。
　坂入部長は「冷凍・解凍技術の発展が廃棄など食
品ロス問題の解決の糸口になるのではないかと考
えている。当社の技術が食品ロスを軽減し、世の中
の役に立てばうれしい」と話している。
� ［10 ／ 31付ぐん経］

【平時も災害時もおもてなしの心】
� ㈲秀水園
　災害時の温泉旅館の対応を考えるセミナーが30
日、東京都内で開かれた。渋川市の「いかほ秀水園」
の女将、飯野由希子さん（㈲秀水園、取締役社長／
渋川吾妻支部所属）が、心構えや安全な避難誘導の
在り方などについて語った。
　飯野さんは、2011年の東日本大震災、14年の雪害
の対応を振り返り、「おもてなしはサービス業だか
らするのではなく、一人一人の心の中にあるもの。
平時も災害時もそれを忘れないこと」と語った。聴
衆から先日の台風19号について質問され、避難勧告
が出て伊香保小までピストン輸送すべきか逡巡し
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一
月
五
日
（
火
）

�

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、
提
箸
、
島
山
、
常
任
理
事
／
吉

池
、
町
田
、
小
林
、
海
老
沼
、
水
野
、

長
島
、
阿
久
戸
、
植
杉
、
佐
藤
、
理

事
／
杉
﨑
、
本
多
、
阿
久
戸
、
神
保
、

橋
田
、関
口
、浅
井
、事
務
局
／
黒
岩
、

阿
久
澤
、竹
内
（
役
員
計
二
十
一
名
）

【
議　

事
】

　

富
岡
安
中
支
部
の
浅
井
氏
が
議
長

を
つ
と
め
、
山
岸
代
表
理
事
挨
拶
の

も
と
、
第
七
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
・
連
絡
事
項

１
．
総
務
会
報
告

　

島
山
副
代
表
理
事
よ
り
、
同
日
五

時
か
ら
開
催
さ
れ
た
連
合
と
の
意
見

交
換
会
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

２
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
案
内
や
報

告
、
依
頼
等
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

①
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
岡
山
県
で

開
催
さ
れ
る
社
員
教
育
活
動
全
国
研

修
交
流
会
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

②
中
同
協
の
「
台
風
十
九
号
災
害
対

策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
」
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
経
営
研
究
集
会
の
詳
細
確
認

　

九
日
に
開
催
が
迫
っ
た
経
営
研
究

集
会
に
つ
い
て
、
最
終
確
認
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
三

名
、
退
会
者
六
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
四
二
名
と
な
り
ま
し
た
。

３
．
新
年
度
の
理
事
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
推
薦
依
頼
に
つ
い
て

　

新
年
度
の
理
事
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
、
例
年
通
り
行
う
こ
と

が
承
認
さ
れ
、
各
支
部
に
候
補
者
の

推
薦
依
頼
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

４
．
役
員
研
修
会
の
詳
細
に
つ
い
て

　

十
一
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
る

役
員
研
修
会
に
つ
い
て
、
総
務
会
か

ら
の
提
案
に
基
づ
い
て
内
容
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支
部
運
営

委
員
に
も
参
加
を
促
し
て
ほ
し
い

旨
、
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換

１
．
意
見
交
換

　

各
支
部
運
営
委
員
会
で
意
見
を
出

し
合
っ
て
も
ら
っ
た
「
支
部
の
課
題

と
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
田
村
代

表
理
事
か
ら
紹
介
が
あ
り
、
あ
わ
せ

て
問
題
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
課
題
に
対
し
て
ど
う
取

り
組
ん
で
い
っ
た
ら
よ
い
か
を
意
見

交
換
で
共
有
し
合
い
ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
八
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
：
十
二
月
三
日
（
火
）

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

11 月度常任理事会承認

〒375-0002　藤岡市立石1253-1

　当社は主に各電力会社向けの装置を加工から組立
まで製作しております。その他、労働者派遣業、配電
盤及び制御盤の組立・配線も行っております。他業種
の経営者のみなさまからも色 と々勉強させていただ
きたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

ＴＥＬ：0274−42−0811
ＦＡＸ：0274−42−0813

制御盤製作・工作機械製作、人材派遣

【紹介者／戸塚美秀】
ウェイトトレーニング

高
崎
支
部

㈱KMS

代表取締役
金　井　英　隆

S48年生

〒375-0016　藤岡市上栗須99-1

　弊社は昨年10月に設立し、主に障害福祉サービス
事業所向けに作業を依頼させて頂いています。協力
して頂く企業様から、作業の依頼を受け、弊社で品
質チェックや作業指導、納期管理などを行っておりま
す。経営者としてまだまだ駆け出しですが、これを機
会に皆様から多くのことを学ばせて頂きたいと思って
おります。どうぞよろしくお願い致します。

ＴＥＬ：0274−50−8718
ＦＡＸ：0274−50−8719

障害福祉事業所向けの作業紹介、経営コンサルタント

【紹介者／野澤裕一】

高
崎
支
部

㈱Product�of�Japan

代表取締役
清　水　　　博

S45年生

〒370-0069　高崎市飯塚町381-1

　今年の春に３人で起業しました。外部メンターとし
て社員育成・組織開発を行っています。社員研修・ブ
ライダルコンサルティングなど「対話」をベースに企業
様のお手伝いをしております。どうぞよろしくお願いい
たします。

ＴＥＬ：080−7356−0941

外部メンター、社員育成、組織開発、ブライダルコンサルティング

【紹介者／丸橋正幸】
ゴルフ、映画

高
崎
支
部

㈱プロタゴワークス

取締役
高　橋　夏　希

S57年生

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に

第７回


